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Ｑ 

楽
し
く
健
康
づ
く
り
を
進

め
る
施
策
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

「
健
康
た
け

と
よ
ス
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業
」
と

し
て
、
健
康
づ
く
り
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
「
ま
い
か
」
カ
ー

ド
に
交
換
す
る
こ
と
で
、
協
力

店
か
ら
特
典
が
受
け
ら
れ
る
仕

組
み
を
展
開
。
ま
た
「
健
康
に

関
す
る
教
室
・
出
前
講
座
」
を

参
加
型
な
ど
に
て
開
催
し
て
い

る
。Ｑ 

広
域
的
な
医
療
機

関
の
連
携
や
救
急
医
療

体
制
の
充
実
は
。

Ａ 

健
康
福
祉
部
長 

初

期
お
よ
び
急
性
期
症
状

の
医
療
は
、
町
内
15
医

療
機
関
で
実
施
。
ま
た
、

入
院
や
手
術
を
必
要
と

す
る
場
合
は
、
町
内
で

は
杉
石
病
院
・
石
川
病

院
が
医
療
を
提
供
。
更

に
重
篤
な
救
急
患
者
な

ど
は
、
半
田
病
院
・
あ

い
ち
小
児
保
健
医
療
総

合
セ
ン
タ
ー
が
医
療
を

提
供
し
て
い
る
。

　

今
後
も
医
療
機
関
と
の
連
携

強
化
・
救
急
医
療
体
制
の
維
持

を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ 

医
療
と
介
護
の
連
携
に
よ

る
支
援
へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ 

町
長 

「
ゆ
め
た
ろ
う
ネ
ッ

ト
」
の
導
入
に
よ
り
、
医
療
と

介
護
の
専
門
職
で
高
齢
者
の
情

報
を
共
有
し
、
連
携
す
る
こ
と

で
、
き
め
細
か
な
支
援
を
し
て

い
く
。

　

半
田
消
防
署
武
豊
支
署
は
、

昭
和
50
年
２
月
に
業
務
が
開
始

さ
れ
、
平
成
16
年
12
月
に
耐
震

補
強
さ
れ
た
も
の
の
、
築
年
数

は
今
年
で
43
年
に
な
る
。
町
民

の
生
命
と
財
産
を
守
る
消
防
関

係
施
設
や
装
備
な
ど
は
、
万
全

の
体
制
を
整
え
て
お
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
、
以
下
質
問
す

る
。

平
成
32
年
度
地
質
調
査

Ｑ 

支
署
移
転
の
基
本
計
画

か
ら
業
務
開
始
ま
で
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

Ａ 

町
長 

移
転
先
と
し
て
野
菜

茶
業
研
究
所
跡
地
の
一
部
を
予

定
し
て
い
る
。
平
成
32
年
度
に

地
質
調
査
と
基
本
構
想
を
ま
と

め
、
平
成
35
年
か
ら
業
務
開
始

を
目
指
し
て
い
る
。

女
性
専
用
仮
眠
室
を
整
備

Ｑ 

女
性
職
員
が
安
心
し
て
勤

務
で
き
る
施
設
に
す
べ
き
だ
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

Ａ 

総
務
部
長 

女
性
職
員
が
安

心
し
て
勤
務
で
き
る
施
設
に
な

る
よ
う
、
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス
を
備

え
た
女
性
専
用
仮
眠
室
の
整
備

を
行
う
予
定
で
あ
る
。

地
域
特
性
を
考
慮
し

車
両
の
検
討
を
す
る

Ｑ 

高
額
な
特
殊
車
両
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
、
今
後
の
方
針

は
。Ａ 

総
務
部
長 

消
防
力
を
低
下

さ
せ
る
こ
と
な
く
、
本
町
の
規

模
や
地
域
特
性
を
考
慮
し
た
車

両
の
検
討
を
す
る
。

Ｑ.

Ｑ.

Ａ.

Ａ.

福本 貴久 議員

久野　勇 議員

武豊消防支署の移転時期は

いきいきと暮らせるまちづくりを

平成35年の業務開始目指す

健康への関心と健康施策の実施

個人質問町政を問う！

▲ 視察した北はりま消防組合加東消防署
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多
く
の
外
国
人
が
町
の
産
業

を
支
え
て
い
る

Ｑ 

直
近
５
年
間
で
町
の
日
本

人
の
生
産
年
齢
人
口
（
15
歳

か
ら
64
歳
）
が
６
４
９
人
の
減

少
に
対
し
、
外
国
人
登
録
者
は

２
９
３
人
増
加
し
て
い
る
。
今

後
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
生
活
支
援
の
ニ
ー

ズ
調
査
が
必
要
で
は
。

Ａ 

町
長 

町
が
日
本
語
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
委
託
し
て
い
る
日
本

語
教
室
で
の
聞
き
取
り
や
外
国

人
の
受
け
入
れ
企
業
、
派
遣

会
社
な
ど
を
通
じ
て
、

効
果
的
な
調
査
を
研

究
し
て
い
く
。

Ｑ 

自
治
区
に
加
入

し
て
い
な
い
外
国
人

も
多
く
、
災
害
時
の

対
応
は
整
備
で
き
て

い
る
か
。

Ａ 

総
務
部
長 

防
災
無

線
の
情
報
を
わ
か
り

や
す
く
簡
単
な
日
本

語
を
使
用
し
て
情
報

伝
達
に
努
め
て
い
る

ほ
か
、
今
年
度
整
備
し
て
い
る

避
難
所
の
Ｗ
ｉｰ

Ｆ
ｉ
は
、
利

用
者
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
多
言
語

対
応
と
し
て
い
る
。

Ｑ 

企
業
で
培
っ
た
専
門
的
な

知
識
や
ス
キ
ル
、
高
い
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
力
を
定
年
後
に
地
域
で

活
か
す
場
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

現
状
で
は
担
当

ご
と
に
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
人
材
募
集
を
し
て
い
る
が
、

イ
ベ
ン
ト
サ
ポ
ー
ト
の
募
集
情

報
メ
ー
ル
な
ど
、
募
集
手
段
を

調
査
し
て
い
く
。

Ｑ.
Ａ.

石原 壽朗 議員

定年後に知識活用する場を
募集情報メールなどを研究

個人質問 町政を問う！

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

協
働
し
て
い
く

Ｑ 

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の

関
係
を
ど
う
考
え
る
。

　
Ａ 
町
長 

地
域
の
特
性
を
生
か

し
、
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
に
暮

ら
す
た
め
の
住
民
主
体
の
地
域

づ
く
り
。
行
政
と
住
民
そ
れ
ぞ

れ
が
役
割
を
担
い
合
い
、
対
等

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
協
働
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、「
区
」
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
へ
は
、「
武
豊
町
地

区
公
民
館
等
補
助
要
綱
・
施
設

整
備
要
綱
」
に
よ
る
補
助
金
交

付
制
度
が
あ
る
。
今
年
の
台
風

21
・
24
号
と
い
っ
た
自
然
災
害

に
つ
い
て
は
緊
急
性
も
あ
り
、

補
助
制
度
に
つ
い
て
い
い
方
法

が
あ
れ
ば
一
度
検
討
す
る
。
町

と
し
て
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
担

い
手
と
し
て
、
引
き
続
き
区
へ

の
支
援
体
制
を
整
え
る
と
と
も

に
、
見
直
し
な
ど
の
事
案
が
あ

れ
ば
、
案
件
ご
と
に
対
応
し
検

討
し
て
い
く
。

　

今
後
も
、
地
域
自
治
組
織
な

ど
の
形
成
を
推
進
し
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
、
区
と
町
と
の
連
携

を
図
り
、
協
働
に
よ
る
住
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
く
。

武
豊
の
教
育
を
常
に
意
識
し
て

教
育
行
政
を
推
進
し
て
い
く

Ｑ 

教
育
長
就
任
１
年
半
の
心

境
は
。

Ａ 

教
育
長 

時
の
流
れ
の
早

さ
に
驚
く
と
と
も
に
、
緊
張
感

を
も
っ
て
職
務
を
し
て
い
る
。

課
題
は
多
方
面
に
お
よ
び
、
そ

の
責
務
の
大
き
さ
を
実
感
。
現

場
に
い
る
時
と
違
い
、
現
在
は

外
か
ら
学
校
を
眺
め
る
立
場
に

あ
り
、
よ
り
強
く
感
じ
る
の
は
、

実
に
多
く
の
方
々
の
支
援
を
得

て
、
教
育
活
動
が
な
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
教
育
行
政
は
、

継
続
し
て
着
実
に
施
策
を
積
み

上
げ
て
い
く
部
分
と
、
新
た
な

課
題
に
取
り
組
む
部
分
の
両
面

が
あ
り
、
根
幹
を
な
す
「
武
豊

の
教
育
」
を
常
に
意
識
し
て
教

育
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

Ｑ.
Ａ.

岩瀬 計介 議員

地域コミュニティとの関係は
対等なパートナーとして協働

▲ 武豊町全体図 

▲ 出張発明クラブ活動風景
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今
夏
の
台
風
が
残
し
た
課
題

Ｑ 

避
難
勧
告
な
ど
、
町
が
発

令
す
る
災
害
情
報
を
、
住
民
に

一
層
理
解
し
て
い
た
だ
く
施
策

は
。Ａ 

総
務
部
長 

来
年
２
月
か
ら

広
報
誌
で
防
災
特
集
を
連
載
し
、

説
明
を
詳
し
く
掲
載
す
る
。

Ｑ 

避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避

難
開
始
は
ど
の
状
態
で
出
す
の

か
。Ａ 

総
務
部
長 

い
ず
れ
の
時

間
帯
で
も
高
齢
者
な
ど
の
避

難
時
間
を
確
保
で
き
る
よ
う

に
発
令
す
る
。

Ｑ 

防
災
情
報
の
表
現
の
変

更
は
で
き
な
い
の
か
。

Ａ 

防
災
交
通
課
長 

現
在
、

国
で
表
現
の
検
討
が
さ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ

る
。Ｑ 

災
害
時
の
情
報
伝
達
を
、

ど
の
よ
う
に
改
善
、
対
応
し

て
い
く
の
か
。

Ａ 

総
務
部
長 

メ
ー
ル
サ
ー
ビ

ス
の
普
及
を
啓
発
し
て
い
く
。

Ｑ 

高
齢
者
で
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
な
い
方
へ
の
対
応
は
。

Ａ 

防
災
交
通
課
長 

防
災
ラ
ジ

オ
、
個
別
受
信
機
が
有
効
。

Ｑ 

災
害
情
報
発
信
に
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
導

入
に
対
す
る
見
解
は
。

Ａ 

企
画
部
長 

来
年
度
、
導
入

の
方
向
で
考
え
て
い
る
。

Ｑ.
Ａ.

石川 義治 議員

災害情報発信にＳＮＳを
導入の方向で考えている

個人質問町政を問う！

　

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
34

年
度
に
か
け
て
、
町
、
県
、
民

間
事
業
を
含
め
て
９
つ
の
大
型

事
業
が
供
用
開
始
さ
れ
る
予
定

で
あ
る
。
そ
の
内
、
武
豊
北
イ

ン
タ
ー
、
広
域
ご
み
処
理
施
設

に
よ
る
交
通
事
情
の
変
化
が
予

測
さ
れ
る
。

渋
滞
は
起
き
る
の
か

Ｑ 

武
豊
北
イ
ン
タ
ー
、
ゴ
ミ

処
理
施
設
の
供
用
開
始
に
よ
る

渋
滞
の
予
測
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

北
イ
ン
タ
ー
建

設
に
よ
る
古
場
武
豊
線
の
一
部

に
お
い
て
、
交
通
量
の
増
加
は

予
測
で
き
る
が
、
周
辺
道
路
の

渋
滞
助
長
は
し
な
い
と
推
計
さ

れ
て
い
る
。

　

ゴ
ミ
処
理
施
設
の
稼
働
に
よ

る
臨
港
道
路
の
交
通
量
増
加

も
予
測
さ
れ
る
の
で
、

箇
所
を
検
証
し
、
対

策
を
要
望
し
て
い
る
。

Ｑ 

古
場
武
豊
線
の

現
状
で
の
渋
滞
地
点

は
ど
こ
か
。

Ａ 

建
設
部
長 

名
鉄
上
ゲ
駅
北

の
踏
切
、
国
道
前
田
交
差
点
と

交
差
点
東
の
J
R
踏
切
。

　

ま
た
、
臨
港
道
路
に
お
い
て

は
、
堀
川
橋
北
交
差
点
で
あ
る
。

Ｑ 

渋
滞
へ
の
対
策
は
。

Ａ 

建
設
部
長 

堀
川
橋
北
交
差

点
と
前
田
交
差
点
は
、
交
差
点

改
良
を
要
望
し
て
い
る
。

　

前
田
交
差
点
は
、
県
に
よ
る

予
備
設
計
実
施
中
。
古
場
武
豊

線
で
は
、
更
な
る
対
策
と
し
て
、

３
地
点
で
右
折
信
号
設
置
を
要

望
し
て
い
る
。

Ｑ 

大
き
な
事
業
の
供
用
開
始

に
合
わ
せ
た
サ
イ
ン
シ
ス
テ
ム

の
設
置
が
必
要
で
は
。

Ａ 

都
市
計
画
課
長 

関
係
部
署

と
協
議
し
、
検
討
す
る
。

Ｑ.
Ａ.

本村　強 議員

２事業による渋滞緩和対策は
交差点改良、右折信号設置を要望
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Ｑ.
Ａ.

梶田　進 議員

外国人小学生の日本語習得方法は
学期ごとに児童の実情・現状判断で

個人質問 町政を問う！

　

町
内
に
は
、
外
国
人
就
労
者

が
多
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
外
国
人
で
来
日
間
も
な
く
就

学
年
齢
に
達
し
て
い
る
子
ど
も

が
、
小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
。

就
学
し
て
い
る
児
童
が
一
番

困
っ
て
い
る
問
題
と
し
て
、
日

本
語
の
習
得
が
あ
る
。

十
分
で
き
な
く
て
困
る
こ
と
は

Ｑ 

日
本
語
が
十
分
で
き
な
い

児
童
が
一
番
困
っ
て
い
る
点
は

何
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

授
業
内
容
が
十

分
理
解
で
き
な
い
こ
と
、
教
職

員
と
児
童
、
児
童
同
士
の
意
思

疎
通
が
う
ま
く
で
き
な
い
こ
と

が
課
題
で
あ
る
。

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
作
成
は

Ｑ 

浜
松
市
で
は
、
外
国
人
児

童
が
来
た
場
合
、
最
初
に
外
国

人
親
子
と
教
育
担
当
者
、
通
訳

で
話
し
合
い
日
本
語
の
習
熟
度

を
見
極
め
、
話
し
合
い
の
う
え

で
、
就
学
後
の
学
習
内
容
を
判

断
し
、
日
本
語
習
熟
の
過
程
を

作
り
、
保
護
者
、
学
校
も
お
互

い
に
理
解
し
て
対
応
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
対
応
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

日
本
語
担
当
教

員
が
学
期
ご
と
に
、
そ
の
児
童

の
実
情
・
現
状
判
断
に
よ
っ
て

決
め
て
い
る
。
担
任
と
日
本
語

指
導
教
員
で
レ
ベ
ル
を
話
し

合
っ
て
指
導
内
容
を
決
め
て
い

る
。

一
校
集
中
方
式
は

Ｑ 

町
内
の
児
童
を
一
校
に
集

め
て
、
集
中
的
に
指
導
す
る
方

法
で
、
習
得
を
早
め
る
こ
と
は

ど
う
か
。

Ａ 

教
育
長 

日
本
語
習
得
と

い
う
点
で
は
有
効
で
は
あ
る
が
、

子
ど
も
は
柔
軟
で
あ
り
、
住
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
交
流
を
し
な

が
ら
、
習
得
す
る
の
が
良
い
方

法
と
考
え
る
。

民
間
委
託
に
つ
い
て

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
が
重
要

Ｑ 

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど

に
よ
り
、
改
善
さ
れ
た
こ
と
は
。

Ａ 
産
業
課
長 

地
域
交
流
施
設

の
「
味
の
蔵
た
け
と
よ
」
で
は
、

買
い
物
カ
ー
ト
を
導
入
し
て
ほ

し
い
と
の
ご
意
見
に
よ
り
、
買

い
物
カ
ー
ト
を
導
入
し
た
。
レ

ジ
の
流
れ
が
分
か
り
に
く
い
と

の
ご
意
見
に
よ
り
、
床
に
足
型

マ
ー
ク
を
付
け
る
な
ど
動
線
を

確
保
し
た
な
ど
が
あ
る
。

Ａ 

生
涯
学
習
課
長 

図
書
館
で

は
、
飲
食
コ
ー
ナ
ー
が
欲

し
い
と
の
ご
意
見
に
よ

り
、
２
階
の
一
部
を
飲
食

コ
ー
ナ
ー
に
し
た
。
多
い

の
は
図
書
に
関
し
て
の

リ
ク
エ
ス
ト
で
、
図
書
の

選
択
に
反
映
し
た
な
ど

が
あ
る
。

Ａ 

ス
ポ
ー
ツ
課
長 

体
育

施
設
で
は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ス
の
走
る
方
向
を

決
め
な
い
と
危
険
と
の

ご
意
見
に
よ
り
、
奇
数
日

は
左
回
り
、
偶
数
日
は
右
回
り

に
決
め
た
な
ど
が
あ
る
。

チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
確
立
を

Ｑ 

指
定
管
理
施
設
の
仕
様
書

に
は
、
労
働
基
準
法
な
ど
を
遵

守
す
る
こ
と
と
書
か
れ
て
い
る

が
、
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

Ａ 

副
町
長 

労
働
時
間
や
最

低
賃
金
な
ど
の
調
査
は
、
労
働

基
準
監
督
署
が
行
う
こ
と
に
な

る
。
発
注
者
と
し
て
ど
こ
ま
で

指
導
管
理
、
チ
ェ
ッ
ク
が
で
き

る
か
不
明
確
で
あ
る
が
、
可
能

か
検
討
し
て
み
る
。

Ｑ.
Ａ.

青木 宏和 議員

労働基準法などのチェック体制は
チェックが可能か検討してみる

▲ 利用者アンケートが反映された「味の蔵たけとよ」

▲ 日本語指導の様子
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櫻井 雅美 議員

青木 信哉 議員

　

昨
年
度
の
出
生
数
は
27
年
度

の
３
７
５
人
か
ら
３
１
１
人
と

約
２
割
の
減
少
と
な
り
、
合
計

特
殊
出
生
率
も
１
・
６
１
か

ら
１
・
３
６
に
激
減
し
て
お
り
、

危
機
的
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

総
合
戦
略
は
今
後
の
武
豊
町

の
人
口
安
定
化
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ 

今
年
度
の
出
生
数
・
合
計

特
殊
出
生
率
に
つ
い
て
、
回
復

の
見
込
み
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ 

企
画
部
長 

４
月
か
ら
９
月

の
６
ヶ
月
が
１
５
２
人
で
し
た

の
で
、
昨
年
度
を
下
回
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

　

子
育
て
の
し
や
す
さ
に
つ
い

て
29
年
度
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
（
重
要
業

績
評
価
指
標
）、
出
生
数
は
と

も
に
減
少
し
て
お
り
、
子
ど
も

を
産
め
な
い
一
番
の
理
由
は
、

経
済
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
実
際
、
武
豊
町
の
住
民
一

人
当
た
り
の
個
人
所
得
は
、
県

内
で
も
低
い
数
値
と
な
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ 

働
き
た
い
け
れ
ど
も
働
い

て
い
な
い
、
子
育
て
中
の
女
性

の
就
労
支
援
を
す
る
担
当
課
が

本
町
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の

状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
の
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
子
ど
も
連

れ
で
働
け
る
場
所
、
例
え
ば
町

内
に
は
託
児
所
付
き
介
護
事
業

所
が
あ
り
ま
す
が
、
紹
介
を
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
か
。

Ａ 

副
町
長 

「
住
み
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
」
は
、「
子
育
て
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
と
も
言

い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。

　

事
業
所
ご
と
に
努
力
を
さ
れ

て
い
る
が
、
情
報
を
得
る
の
が

難
し
い
。
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
協
力
を
し
た
い
。
ま
た
、
積

極
的
に
関
与
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ.
Ａ.
子育て中の女性の就労支援は
積極的に関与したい

個人質問町政を問う！

学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に
つ

い
て

　
　
　
　

Ｑ 

空
調
設
備
設
置
工
事
計
画

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

工
事
請
負
費
の

補
正
予
算
案
を
平
成
31
年
１
月

下
旬
、
請
負
契
約
の
締
結
議
案

を
２
月
中
旬
に
臨
時
議
会
に
お

い
て
、
諮
ら
せ
て
い
た
だ
き
た

い
。
工
事
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
低
学
年
と
特
別
支
援
教
室
を

優
先
的
に
、
夏
ま
で
を
目
標
と

し
、
平
成
31
年
度
末
ま
で
に
は

す
べ
て
を
完
了
し
た
い
。

Ｑ 

エ
ア
コ
ン
の
仕
様
は
ど
の

よ
う
な
も
の
を
考
え
て
い
る
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

吊
り
天
井
タ
イ

プ
で
教
室
の
広
さ
に
よ
り
、
５

Ｋ
～
７
Ｋ
Ｗ
の
仕
様
を
考
え
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　

Ｑ 

国
の
補
助
制
度
利
用
の
考

え
は
あ
る
か
。

Ａ 

町
長 

国
の
「
ブ
ロ
ッ
ク

塀
・
冷
暖
房
設
備
対
応
臨
時
特

例
交
付
金
」
の
内
８
１
７
億
円

が
空
調
設
備
に
係
わ
る
補
正
予

算
額
で
、
町
に
対
し
て
１
／
３

の
補
助
率
と
な
っ
て
い
る
。

１
３
１
の
教
室
に
設
置
す
る
諸

費
用
を
国
に
申
請
し
た
と
こ
ろ
、

７
千
百
万
円
の
臨
時
特
例
交
付

金
の
内
示
を
い
た
だ
い
た
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
撤
去
に
つ
い
て

Ｑ 

各
学
校
施
設
で
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
撤
去
に
お
い
て
補
助
制
度

利
用
は
可
能
か
。

Ａ 

教
育
部
長 

臨
時
特
例
交
付

金
の
交
付
基
準
に
該
当
し
な
い

た
め
利
用
で
き
な
い
。

Ｑ.
Ａ.
エアコン設置へ国の補助制度利用は
臨時特例交付金の内示をいただいた

▲ エアコンが設置されている特別支援教室


